
大腸がん検診は
今年も500円
－前年度約5倍の方が　　
　　受診されています。－

検査項目 検査方法 検査料

大腸がん検診
便潜血検査 500円

備　考
2日分の便を採取します。
便をとりやすい採便シート付き!
安価に設定していますので、積極的にご受診ください。

子宮頸がん検診 細胞診検査 2,160円
50歳以上 2,370円 ※妊娠中の方は申込できません。

肺がん検診 喀痰細胞診検査 2,660円 3日分の痰を採取します。

ピロリ菌検査 便中抗原検査 2,980円

1日分の便を採取します。
“現在”のピロリ菌感染が分かる抗原検査です。
除菌判定もできます!（除菌後4週間以降に採便してください）
7～9月は検査ができませんので器具の発送は10月以降
となります。

　南海電気鉄道健康保険組合では、皆さまの健康管理のお手伝いとして、検診機関に行かなくても出来る検診を次の4項
目で実施いたします。今年度も特に「大腸がんの早期発見への取り組み」として自己負担を500円にいたしております。
　この機会に是非、ご受診ください。

検査機関では、受診者の方にあった病院をご紹介しています。
紹介状についてのご相談も、お気軽に検査機関にお問合わせ
ください。

【注意事項】
●郵送検診は自覚症状のない方を対象
にしています。すでに自覚症状や気に
なることがある方は医療機関でご受診
ください。
●郵送検診はスクリーニング検診（一次
検診）であり、検診結果は病名を診断す
るものではありません。「要精密・陽性」
の結果が出た場合は、速やかに医療機
関で受診されることをお勧めします。
●郵送検診の検査結果のみで病名を判
断できるものではありません。「異常な
し・陰性」の結果の方も、自覚症状や気
になることがある方は医療機関を受診
されることをお勧めします。

① 検診対象者  被保険者および被扶養者
   （南海電気鉄道健康保険組合の被保険者証に記載の方）
② 検診費用  下記の自己負担金（検査料）が必要です。

③ 申込方法  ◆郵送がん検診FAX申込書◆に必要事項を記入のうえ、検査機関宛にFAX（または、郵送）で
   お申込ください。
④ 申込締切日  平成28年9月1日（木）～平成29年2月28日（火） できるだけ早めに申込んでください。
⑤ 支払い方法と器具の送付 申込書が検査機関に到着後、検査機関より振込用紙が送付されます。
　    コンビニまたは郵便局でお振込ください。入金確認後、採取器具と問診票が送付されます。
⑥ 返送締切日  平成29年3月17日（金）までです。
⑦ 検査結果  検査の結果は約2週間で個人宛に通知されます。
⑧ 検査機関  〒604-0827　京都市中京区高倉通二条下ル瓦町550 メスプビル内
   メスプ細胞検査研究所（京都府登録衛生検査所第38号）
   TEL（075）231-2230　　E-mail :mail@msp-kyoto.co.jp
⑨ その他  万が一、採取器具を紛失・破損等された場合は、器具再送付の費用が必要となります。
   申込をされて器具を受け取られた方は必ず受診してください。
   受診されなくても検診費用は返却できません。

毎年受けましょう! がん検診!

受診する方の個人情報は本検査を提供する目的および疾病予防に利用いたします。

結果が有所見であった方は、必ず精密検査を受けましょう!

この検査で大腸がんが
見つかっています

受診後も
安心!

自宅で採って
送るだけ!

わずか1コインで
自分の健康チェックが!

メスプ細胞検査研究所まで

TEL  075-231-2230（平日9：00～5：00）
FAX 075-211-7400
メール  mail@msp-kyoto.co.jp

お気軽にお問い合わせください

～昨年受けていない方は、必ず受けましょう～

 南海電気鉄道健康保険組合

2016年健保だより

　「元気だから検診は必要がない、検診を受けるのが面倒だ」と思っていませんか。
　しかし病気になると「受けていれば…」と後悔することになるかもしれません。
　検診を受診することで大きなメリットを得ることができます。

★ 自分の健康状態を確認することができます。
★ 病気の早期発見、早期治療につながります。
★ 病気の予防ができれば、医療費も減らせ、家計の負担も少なくてすみます。

　特に健康診断を受ける機会の少ないご家庭の奥さまの方に
は、是非この機会に健保主催の検診を利用していただき、自己
の健康管理に役立てていただくことをおすすめいたします。

【健保主催の検診】

○生活習慣病検診 対象者 被保険者および被扶養者…P2・P3
各種オプション検査も実施します。

○郵送がん検診 対象者 被保険者および被扶養者…P5・P6

○特定健康診査 対象者 生活習慣病検診を受診できない 40歳以上 75歳未満の被扶養者
※特定健康診査の受診を希望される方には、「特定健康診査受診券」を発行いた
します。詳しくは健康保険組合へお問い合わせください。

健保検診のご案内

ジェネリック医薬品で医療費節約!!

　「ジェネリック医薬品」とは新薬（先発医薬品）の特許期間が切れた
あと、新薬と同じ有効成分で、効き目や安全性が同等であると国が承認
した低価格の薬のことです。
　ジェネリック医薬品にすれば、薬の種類が増えるほど、服用する期間
が長くなるほど家計の負担を軽減できます。
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※右の「ジェネリック希望」
をお薬手帳などに貼って
ご活用ください。

必ずご家庭へ
お持ち帰り
ください



南海電気鉄道健康保険組合　〒556-8503 大阪市浪速区敷津東2-1-41　TEL06-6632-8417（社線  2345）　http://www.nankai-kenpo.or.jp/

平成27年度　決算のお知らせ
健康保険分

（経常収支）
収入 支出
保険料等 28.3 億円 保険給付金 15.4 億円

納付金等 13.4 億円
保健事業費等 1.1 億円

合計 28.3 億円 合計 29.9 億円

経常収支差引額 ▲ 1.6 億円

（経常収支以外）
収入 支出
準備金繰入 2.7 億円 その他 0.3 億円
補助金 1.6 億円
その他 0.5 億円
合計 4.8 億円 合計 0.3 億円

総合計 33.1 億円 総合計 30.2 億円

決算残金処分 2.9 億円

南海電気鉄道健康保険組合の平成 27年度決算が、去る 6月 16 日開催の第 161 回組合会で承認されましたのでお知
らせします。
収入は、保険料のほか繰入金として準備金から 2.7 億円を取り崩し、国からの補助金をなんとか 1.6 億円受給できた
ため、収入総額は前年度比 0.5 億円増の 33.1 億円となりました。一方支出は、保険給付費が前年度比で 0.6 億円増の
15.4 億円、高齢者医療制度への納付金が前年度比 0.4 億円増の 13.4 億円となりました。この結果、経常収支額は 1.6
億円の赤字となり、健康保険組合を取り巻く状況は財政も含め更に厳しさを増しています。
健康保険組合としては、平成 28年度も引続き生活習慣病検診等の保健事業を実施し、加入者の皆さまの疾病の早期発
見と健康保持増進に努めてまいります。どうか皆さまにおかれましても、医療費の適正化やご自身の健康管理に努めて
いただきますようご協力お願いいたします。

介護保険分
収入 支出
保険料 3.1 億円 納付金等 3.0 億円
準備金繰入 0.2 億円
合計 3.3 億円 合計 3.0 億円

決算残金処分 0.3 億円

赤字
1.6億円

収入

保険料
（その他含む）
28.3億円

グラフで見る
経常収支 納付金等

13.4億円

保険給付金
15.4億円

保健事業費等
1.1億円
支出

接骨院・整骨院（柔道整復師）は適切に利用しましょう！
　接骨院・整骨院の治療（施術）では、健康保険の使える範囲が決
められています。保険証が「使える場合」と「使えない場合」があり
ますので、健康保険を使える範囲を正しく理解して利用しましょう。
　健康保険の対象になるかわからないときは、治療を受ける前に確
認しましょう。

使えるのは？健康保険が

●急性などの外傷性の打撲・捻挫および挫傷（肉離れなど）、
　骨折・脱臼
　※骨折・脱臼については医師の同意が必要です（応急処置を除く）
●負傷原因がはっきりしている骨・筋肉・関節のケガや痛み

対象とならないものの例健康保険の

●日常生活からくる疲労・肩こり・筋肉疲労
●リラクゼーション目的のマッサージ代わりの利用
●病気（神経痛・リウマチ・五十肩・関節炎・ヘルニアなど）
　からくる痛み・こり
●症状の改善のみられない長期の治療
●医師の同意のない骨折や脱臼の治療（応急処置を除く）
●仕事中や通勤途上におきた負傷（労災保険の適用）

全額
自己負担に
なります

被扶養者資格確認調査（検認）の実施について
　厚生労働省の指導等により、毎年、被扶養者となっている方が、その後も引き続き認定基準を満たしているかの再確認をさせて頂いて
おります。健康保険組合では高齢者の医療制度を支えるために多額の拠出金を負担しており、この拠出金の計算には被扶養者数も関係し、
手続がなされないとそれだけ余分に拠出金を負担することになります。拠出金の増加は、皆さんに支払っていただいている保険料の上昇
にもつながりかねません。対象の方にはお手数をおかけすることになりますが、保険給付及び高齢者医療制度への納付金等の適正化のた
めに、調査（検認）へのご協力を宜しくお願い致します。

高齢者医療制度への納付金等により経常収支で依然として赤字決算
～医療費節約にご協力を～


